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2006年度 緊急レセプト調査（プレ調査）報告
4～6月累計分

2006年8月8日

日本医師会／日医総研
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2006年度 緊急レセプト調査

日医総研
緊急レセプト調査（プレ調査）

4～6月

日本医師会
レセプト調査（全国調査）

6～9月

3,950医療機関（診療所3,676、病
院274）に依頼し、8月3日現在、
1,936医療機関（診療所1,784、病院
152）から回答あり。回答率49.0％。

9月初旬に慢性期入院に着目し、第
一報を発表予定。

北海道、石川県、静岡県、福岡県

の4道県を対象に緊急実施。



3

緊急レセプト調査（プレ調査）のまとめ

北海道、石川県、静岡県、福岡県を対象に、4～6月の間、日医総研で実施
した。計619医療機関から総件数181.7万件分の回答があった。

４～６月累計

診療所 503
病院 116
計 619
診療所 100.1
病院 81.7
計 181.7

*7月31日到着分まで

緊急レセプト調査進捗状況

総件数（万件）

客体数
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４～６月分の入院外医療費（総点数）の前年比は、日数を補正すると、厚労
省ベースで少なくとも0.7～1.7％の増加になるはずである。

前年比

（理論値）

厚生労働省
*1 3～4％ → ▲3.16% 0～1％ →

日医総研
*2 2％ → ▲3.16% ▲1％ →

前年 今年

４月 22.5日 22.0日
５月 21.0日 22.0日
６月 24.0日 24.0日
計 67.5日 68.0日

*1 医療費は制度改正がなければ3～4％の伸び（2006年5月23日 参議院厚生労働委員会における厚生労働省保険局長の答弁）
*2 医療費2025年49兆円と推計したときの総額ベースの平均伸び率

0.7%

0.7%

４-６月の入院外
前年比（理論値）

約0.7～1.7％

約▲0.3%

自然増 改定率
４-６月
日数調整
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しかし診療所の入院外総点数の前年比は▲1.20％であった。患者数（総件
数）は1.75％であったが、１件当たり点数は▲2.90％であった。
入院・入院外合計でも、総点数は▲1.21％となった。

2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減

入院 62,189,893 61,336,586 -1.37% 4,457 4,527 1.57% 48,239 47,484 -1.57%

入院外 1,019,306,764 1,007,040,714 -1.20% 979,313 996,438 1.75% 1,922,843 1,921,162 -0.09%

合計 1,081,496,657 1,068,377,300 -1.21% 983,770 1,000,965 1.75% 1,971,082 1,968,646 -0.12%

2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減

入院 13,953.3 13,549.1 -2.90% 10.82 10.49 -3.09% 1,289.2 1,291.7 0.20%

入院外 1,040.8 1,010.6 -2.90% 1.96 1.93 -1.80% 530.1 524.2 -1.12%

合計 1,099.3 1,067.3 -2.91% 2.00 1.97 -1.84% 548.7 542.7 -1.09%

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

総件数

診　療　所　

4-6月累計

総日数総点数
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診療所の院内処方・院外処方別では、総点数の前年比は院内で▲2.95％、
院外0.24％であった。院内処方では総日数が前年比減となったことも、
総点数の減少に追い討ちをかけた。

2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減

院内処方 461,538,724 447,916,255 -2.95% 350,603 352,786 0.62% 704,963 696,829 -1.15%

院外処方 557,768,040 559,124,459 0.24% 628,710 643,652 2.38% 1,217,880 1,224,333 0.53%

2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減

院内処方 1,316.4 1,269.7 -3.55% 2.01 1.98 -1.77% 654.7 642.8 -1.82%

院外処方 887.2 868.7 -2.08% 1.94 1.90 -1.80% 458.0 456.7 -0.29%

4-6月累計
診　療　所　(入院外）

総点数 総件数 総日数

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数
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診療科別総点数（入院外）の前年比は、精神科▲7.07％、皮膚科▲5.11％、
眼科▲4.42％、産婦人科▲3.47％、整形外科▲2.87％となっている。小児科
は、5月に北海道や福岡県でインフルエンザが流行した影響もあり、7.10％増
となっている。

診療所　診療科別総点数前年比（入院外）－4-6月累計－

7.10%

-7.07%

-2.87% -3.47% -4.42%

0.47%

-5.11%

0.24% 0.51%

-1.53%-1.68%

-10.00%

0.00%

10.00%

内

科

小

児

科

精

神

科

外

科

整

形

外

科

産

婦

人
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眼

科

耳
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咽
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科

泌

尿

器
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そ

の

他

214 53 3 49 36 23 38 28 27 20 12

*診療科下の数字はｎ数
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病院（入院）は総点数が微増であったが、厚労省ベースの理論上の伸び（0～1％、日
数補正前の理論値）の最低水準であり、自然増が期待できなくなっている状況がうか
がえる。7月には慢性期入院にかかわる診療報酬の見直しが実施されており、療養
病床を中心に今後の影響を注視していく必要がある。

2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減

一般 2,760,541,071 2,777,592,758 0.62% 57,482 58,874 2.42% 757,891 750,213 -1.01%

療養 463,421,898 467,808,277 0.95% 11,142 11,267 1.12% 257,716 260,149 0.94%

精神 196,603,814 199,057,283 1.25% 5,723 5,671 -0.91% 161,639 160,671 -0.60%

2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減 2005.4-6 2006.4-6 増減

一般 48,024 47,179 -1.76% 13.18 12.74 -3.35% 3,642 3,702 1.65%

療養 41,592 41,520 -0.17% 23.13 23.09 -0.18% 1,798 1,798 0.00%

精神 34,353 35,101 2.18% 28.24 28.33 0.31% 1,216 1,239 1.86%
*一般病院のうち療養病床が60％以上の病院を「療養」とした

4-6月累計

総日数総点数 総件数

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

病　院（入院）
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